
(57)【要約】

【課題】タッチホイールを備えた端末及び該端末におけ

るコマンド入力方法を開示する。

【解決手段】本発明の端末は、様々なユーザのタッチ動

作を認識し、実質的に同心で構成された第１タッチホイ

ール及び第２のタッチホイールと、第１タッチホイール

及び第２タッチホイール上の個別のユーザタッチ動作を

所定のユーザコマンドとして認識する制御部と、を含む

。複数の同心タッチホイールは、移動端末の外観をシン

プル化するように移動端末にマウントされ、ユーザが様

々なタッチ入力方法に従って移動端末に所望のコマンド

を入力することを可能にする。これにより、ユーザは、

第１タッチホイール及び第２タッチホイールを用いて端

末の複合機能を実行するための各種コマンドを入力する

ことができるようになる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 接 触 及 び 横 断 移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ を 受 信 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ た 、 実
質 的 に 同 心 に 配 置 さ れ た 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 と 、
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 少 な く と も １ つ で の 接 触 を 検 出 し 、 該 検 出 し た
接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 部 と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 非 タ ッ チ セ ン サ ー 式 領 域 が 前 記 複 数 の タ ッ チ
セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 間 に 形 成 さ れ る よ う に 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 ホ イ ー ル 間 移 動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 の 少 な く と
も １ つ に 従 っ て 前 記 検 出 し た 接 触 を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 検 出 し た 接 触 の 方 向 及 び 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 の 少 な く と も １ つ
に 従 っ て 前 記 検 出 し た 接 触 を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 タ ッ チ パ ッ ド を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 通 信 端 末 は 、 複 数 の キ ー を 備 え た キ ー パ ッ ド を 含 ん で 構 成 さ れ 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 複 数 の キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出 し 、 及 び 、 前 記 タ ッ チ
ス ク リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て 、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数 の キ ー と の 少 な く と も １ つ
の 接 触 が 、 前 記 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の キ ー を 含 ん で 構 成 さ れ る キ ー パ ッ ド を 表 示 す る よ う に 構 成 さ れ た デ ィ ス プ レ
イ 装 置 を さ ら に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 各 々 は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦 方 向 接 触 の 少 な く と
も １ つ を 含 ん で 構 成 さ れ る 横 断 接 触 を 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 通 信 端 末 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 回 転 接 触 及 び 横 断 移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ を 受 信 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ た 、 実
質 的 に 同 心 に 配 置 さ れ た 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出
す る こ と 、
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 に 情 報 を 入 力 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 横 断 移 動 接 触 は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦 方 向 接 触 の 少 な く と も １ つ を 含 ん で 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 ホ イ ー ル 間 移
動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と 、 を 含 ん
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で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 前 記 検 出 し た
接 触 の 方 向 及 び 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と 、 を 含 ん で 構 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、
　 複 数 の キ ー パ ッ ド キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出 す る こ と 、
　 タ ッ チ ス ク リ ー ン と の 接 触 を 検 出 す る こ と 、
　 前 記 タ ッ チ ス ク リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て 、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数 の キ ー と の 少
な く と も １ つ の 接 触 が 、 前 記 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 方 法 は 、 前 記 複 数 の キ ー を 含 ん で 構 成 さ れ る キ ー パ ッ ド を 表 示 す る こ と 、 を さ ら に
含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 各 々 で 回 転 接 触 及 び 横 断 移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ
を 検 出 す る こ と 、
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 に 情 報 を 入 力 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 横 断 移 動 接 触 を 検 出 す る こ と は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦 方 向 接 触 の 少 な く と も １ つ を 検
出 す る こ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 ホ イ ー ル 間 移
動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と 、 を 含 ん
で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 前 記 検 出 し た
接 触 の 方 向 及 び 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 の 少 な く と も １ つ を 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式
入 力 領 域 の 少 な く と も １ つ で 認 識 す る こ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、
　 複 数 の キ ー パ ッ ド キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出 す る こ と 、
　 タ ッ チ ス ク リ ー ン と の 接 触 を 検 出 す る こ と 、
　 前 記 タ ッ チ ス ク リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て 、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数 の キ ー と の 少
な く と も １ つ の 接 触 が 、 前 記 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 複 数 の キ ー を 含 ん で 構 成 さ れ る キ ー パ ッ ド を 表 示 す る こ と 、 を さ ら に 含 ん で 構 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ ０ 日 に 出 願 さ れ た 韓 国 特 許 出 願 １ ０ － ２ ０ ０ ６ － ０ ０ ２ ８
９ ７ ６ 号 の 利 益 を 主 張 す る 。 そ し て 、 こ の 出 願 の 記 載 は 、 完 全 に 本 願 明 細 書 に 組 み 入 れ ら
れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 タ ッ チ ホ イ ー ル を 備 え た 端 末 に 関 し 、 特 に 、 タ ッ チ ホ イ ー ル を 備 え た 端 末 に
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特 定 コ マ ン ド を 入 力 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 情 報 通 信 環 境 は 、 情 報 通 信 技 術 の 加 速 度 的 な 発 展 に よ っ て 変 化 し て き た 。 具 体 的
に は 、 例 え ば 、 官 庁 、 銀 行 、 地 方 自 治 、 デ パ ー ト 及 び 展 覧 会 場 な ど の 公 共 の 場 に 、 自 動 情
報 端 末 装 置 と し て 設 置 さ れ た キ オ ス ク は 、 現 代 社 会 の 必 需 品 と な っ て お り 、 全 世 界 で 広 く
使 用 さ れ て い る 。 加 え て 、 移 動 通 信 端 末 も 、 現 代 社 会 の 必 需 品 で あ り 、 全 世 界 で 広 く 使 用
さ れ る に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 近 の 傾 向 で あ る 多 く の 電 化 製 品 又 は 装 置 の 製 造 に 影 響 を 与 え る 集 積 化 に よ っ て 、 多 く
の 移 動 端 末 製 造 会 社 は 、 例 え ば 、 Ｍ Ｐ ３ プ レ ー ヤ 機 能 や カ メ ラ 機 能 な ど の 多 様 な 機 能 を 単
一 の 移 動 端 末 に 集 積 化 す る こ と を 試 み て い る 。 こ の た め 、 最 近 の 移 動 端 末 は 、 様 々 な 集 積
化 機 能 へ の 容 易 な ア ク セ ス を ユ ー ザ に 提 供 す る た め の キ ー パ ッ ド な ど 、 よ り 多 く の 複 雑 な
入 力 装 置 を 備 え る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 入 力 装 置 が 複 雑 に な る こ と で 、 移 動 端 末 に お け る 入 力 装 置 の 占 有 領 域 も 大 き
く な っ て い る 。 そ の 結 果 、 移 動 端 末 の サ イ ズ を 小 型 化 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 限 界 に 起 因 す る １ 以 上 の 問 題 点 及 び 不 利 益 を
実 質 的 に 解 消 す る こ と が で き る 、 タ ッ チ ホ イ ー ル を 備 え た 端 末 、 及 び 、 該 端 末 に お け る 特
定 コ マ ン ド の 入 力 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 端 末 に 設 置
さ れ た 比 較 的 に 簡 易 な 入 力 装 置 を 通 じ て 、 端 末 の 様 々 な 機 能 を 効 率 的 に 実 行 可 能 な タ ッ チ
ホ イ ー ル を 備 え た 端 末 、 及 び 、 該 端 末 に お け る 特 定 コ マ ン ド の 入 力 方 法 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 通 信 端 末 を 提 供 す る 。 こ の 通 信 端 末 は 、
回 転 接 触 及 び 横 断 移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ を 受 信 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ た 、 実 質
的 に 同 心 に 配 置 さ れ た 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 と 、 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式
入 力 領 域 の 少 な く と も １ つ で の 接 触 を 検 出 し 、 該 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で
あ る こ と を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 部 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 非 タ ッ チ セ ン サ ー 式 領 域 が 前 記 複 数
の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 間 に 形 成 さ れ る よ う に 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る と よ
い 。 ま た 、 前 記 制 御 部 は 、 ホ イ ー ル 間 移 動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 の
少 な く と も １ つ に 従 っ て 前 記 検 出 し た 接 触 を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 検 出 し た 接 触 の 方 向 と 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 と の 少 な く と も １ つ
に 従 っ て 前 記 検 出 し た 接 触 を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ る と よ い 。 ま た 、 前 記 複 数 の
タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 タ ッ チ パ ッ ド を 含 む と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 は 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン を 含 む と よ い 。 ま た 、 前 記
通 信 端 末 は 、 複 数 の キ ー を 備 え た キ ー パ ッ ド を 含 み 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 複 数 の キ ー と の
少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出 し 、 及 び 、 前 記 タ ッ チ ス ク リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て
、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数 の キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 が 、 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ
る こ と を 認 識 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 複 数 の キ ー を 含 む キ ー パ ッ ド を 表 示 す る よ う に 構 成 さ れ た デ ィ ス プ レ イ 装 置 を さ ら
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に 含 む と よ い 。 ま た 、 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 各 々 は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦
方 向 接 触 の 少 な く と も １ つ を 含 む 横 断 接 触 を 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 通 信 端 末 に 情 報 を 入 力 す る 方 法 を 提 供
す る 。 こ の 方 法 は 、 回 転 接 触 及 び 横 断 移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ を 受 信 す る よ う に そ れ ぞ
れ 構 成 さ れ た 、 実 質 的 に 同 心 に 配 置 さ れ た 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 少 な く と も
１ つ の 接 触 を 検 出 す る こ と 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識
す る こ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 横 断 移 動 接 触 は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦 方 向 接 触 の 少 な く と も １ つ を 含 む と よ
い 。 ま た 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 ホ イ
ー ル 間 移 動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と
、 を 含 む と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 前 記 検 出 し た
接 触 の 方 向 と 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 と の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と 、 を 含 む と よ い
。 ま た 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 複 数 の
キ ー パ ッ ド キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 を 検 出 す る こ と 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン と の 接 触 を
検 出 す る こ と 、 前 記 タ ッ チ ス ク リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て 、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数
の キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接 触 が 、 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、
を 含 む と よ い 。 好 ま し く は 、 前 記 方 法 は 、 前 記 複 数 の キ ー を 含 ん で 構 成 さ れ る キ ー パ ッ ド
を 表 示 す る こ と 、 を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 通 信 端 末 に 情 報 を 入 力 す る 他 の 方
法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式 入 力 領 域 の 各 々 で 回 転 接 触 及 び 横 断
移 動 接 触 の 少 な く と も １ つ を 検 出 す る こ と 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で
あ る こ と を 認 識 す る こ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 横 断 移 動 接 触 を 検 出 す る こ と は 、 横 方 向 接 触 及 び 縦 方 向 接 触 の 少 な く と も
１ つ を 検 出 す る こ と 、 を 含 む と よ い 。 ま た 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で
あ る こ と を 認 識 す る こ と に は 、 ホ イ ー ル 間 移 動 タ ッ チ 動 作 及 び ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動
作 の 少 な く と も １ つ を 認 識 す る こ と 、 を 含 む と よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 検 出 し た 接 触 が 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 前 記 検 出 し た
接 触 の 方 向 と 前 記 検 出 し た 接 触 の 位 置 と の 少 な く と も １ つ を 前 記 複 数 の タ ッ チ セ ン サ ー 式
入 力 領 域 の 少 な く と も １ つ で 認 識 す る こ と 、 を 含 む と よ い 。 ま た 、 前 記 検 出 し た 接 触 が 複
数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と は 、 複 数 の キ ー パ ッ ド キ ー と の 少 な く と も
１ つ の 接 触 を 検 出 す る こ と 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン と の 接 触 を 検 出 す る こ と 、 前 記 タ ッ チ ス ク
リ ー ン で 検 出 し た 接 触 と 連 動 し て 、 前 記 検 出 し た 前 記 複 数 の キ ー と の 少 な く と も １ つ の 接
触 が 、 複 数 の 所 定 情 報 の １ つ で あ る こ と を 認 識 す る こ と 、 を 含 む と よ い 。 好 ま し く は 、 前
記 複 数 の キ ー を 含 ん で 構 成 さ れ る キ ー パ ッ ド を 表 示 す る こ と 、 を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 追 加 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 の 開 示 、 又 は 本 発 明 を 実 施 す る こ と
で 明 ら か に な る 。 前 述 の 一 般 的 な 説 明 及 び 後 述 す る 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 は 、 例 示 で あ り 、
特 許 請 求 の 範 囲 に 開 示 さ れ た 発 明 を 説 明 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る こ と を 理 解 し な
け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 態 様 及 び 他 の 形 態 は 、 当 業 者 で あ れ ば 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 後 述 の 詳 細 な 説 明 か
ら 直 ち に 明 ら か に な り 、 ま た 、 本 発 明 は 、 本 願 明 細 書 で 開 示 し た あ ら ゆ る 特 定 の 実 施 形 態
に も 限 定 さ れ な い 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 添 付 の 図 面 は 、 本 発 明 の よ り 一 層 の 理 解 を 提 供 す る た め に 含 め ら れ 、 本 発 明 に 組 み 入 れ
ら れ 、 及 び 、 本 願 明 細 書 の 一 部 を 構 成 す る も の で あ り 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る と 共
に 、 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る 解 説 書 と し て 用 い ら れ る 。 異 な る 図 面 に 附 さ れ た 同 一 符 号 に
よ っ て 参 照 さ れ る 本 発 明 の 特 徴 、 要 素 、 及 び ア ス ペ ク ト は 、 １ つ 以 上 の 実 施 形 態 に 従 う 同
一 部 分 、 均 等 物 、 類 似 の 特 徴 、 要 素 、 又 は ア ス ペ ク ト を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 ま た 、 図 面 に お い
て 、 同 一 又 は 類 似 の 構 成 要 素 に は 、 可 能 な 限 り 、 同 一 の 符 号 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistant） 及 び ゲ ー ム 機 な ど の 移 動
端 末 や 、 Ａ Ｔ Ｍ （ Automatic Teller Machine） を 始 め と す る キ オ ス ク 端 末 に 適 用 可 能 な 点
に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 本 発 明 の 説 明 の 便 宜 上 及 び よ り 一 層 の 理 解 の た め に 、 本
発 明 を 、 移 動 端 末 と し て の 携 帯 電 話 に 適 用 し た 一 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 従 っ て 、 本 発 明
の 範 囲 は 、 以 下 の 説 明 及 び 好 ま し い 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 及 び 、 必 要 に 応 じ て 他 の 移 動
端 末 な ど に も 適 用 可 能 で あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 従 う 移 動 端 末 １ ０ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に 示 し た よ う に 、 移 動
端 末 １ ０ ０ は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ０ 、 入 力 装 置 １ ２ ０ 、 記 憶 装 置 （ 図 示 略 ） 及 び 制 御 部 （
図 示 略 ） を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 移 動 端 末 １ ０ ０ は 、 他 の 構 成 要 素 、 例 え ば 、 ラ ジ オ 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 装 置 や カ メ ラ
モ ジ ュ ー ル 装 置 な ど を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の よ う な 他 の 構 成 要 素
は 、 本 発 明 に 直 接 関 連 し な い た め 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ １ ０ は 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の 各 種 状 態 や 、 移 動 端 末 の 様 々 な 機 能 を 実 行 す
る た め に 要 求 さ れ る 情 報 を 表 示 す る 。 好 ま し く は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ０ は タ ッ チ ス ク リ ー
ン 形 態 で 構 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 入 力 装 置 １ ２ ０ は 、 タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 １ ２ ５ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 タ ッ チ ホ イ ー ル 装
置 １ ２ ５ は 、 少 な く と も ２ つ の タ ッ チ ホ イ ー ル 、 例 え ば 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １
と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 、 １ ２ ５ － ２ は 、 ユ ー ザ の 特 定 動 作 を ユ ー ザ コ マ ン ド と し て
認 識 可 能 な 入 力 装 置 と し て 示 さ れ て い る 。 ユ ー ザ の 特 定 動 作 と は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ の 指 や
ス タ イ ラ ス ペ ン な ど の ポ イ ン タ や 、 回 転 し て 動 く ポ イ ン タ な ど に よ っ て 、 タ ッ チ ホ イ ー ル
１ ２ ５ － １ 、 １ ２ ５ － ２ の 何 れ か と ユ ー ザ が 接 触 す る こ と に 関 連 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 、 １ ２ ５ － ２ は 、 ユ ー ザ か ら の 回 転 タ ッ チ コ マ ン ド を 受 信 可
能 な 全 て の タ イ プ の 構 造 に 修 正 す る こ と が で き る 。 環 状 で あ る と 、 ユ ー ザ の 回 転 タ ッ チ コ
マ ン ド を よ り 容 易 に 受 信 で き る の で 、 前 述 の タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 、 １ ２ ５ － ２ で は
、 環 状 構 造 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ は 、 図
１ に 示 し た よ う に 、 異 な る 直 径 を 備 え る 同 心 円 と し て 実 質 的 に 構 成 さ れ る 。 第 １ タ ッ チ ホ
イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ が 異 な る 直 径 を 備 え る 同 心 円 と し て
構 成 す る 場 合 、 各 ホ イ ー ル を 端 末 上 に 並 べ て 配 置 す る よ り も 、 よ り 小 さ な 領 域 を 使 用 す る
だ け の 構 成 と な る 。 さ ら に 、 多 様 な タ ッ チ 入 力 方 法 を 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 詳 細 な 説
明 は 後 述 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 移 動 端 末 １ ０ ０ は 、 ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 、 １ ２ ５ － ２ に 加 え て 、 例 え ば 、 キ ー パ ッ ド 、
ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル 、 及 び 音 声 認 識 装 置 な ど の そ の 他 の 入 力 装 置 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と
が で き る 。 し か し 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 、 説 明 の 便 宜 の た め 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 記 憶 装 置 （ 図 示 略 ） は 、 移 動 端 末 を 作 動 さ せ る プ ロ グ ラ ム と 、 ユ ー ザ コ マ ン ド に 従 う 格
納 さ れ た 様 々 な 情 報 又 は デ ー タ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 記 憶 装 置 は 、
様 々 な タ ッ チ 入 力 方 法 と 関 連 す る 情 報 及 び タ ッ チ 入 力 方 法 に 対 応 す る コ マ ン ド を 格 納 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 部 （ 図 示 略 ） は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ０ 、 入 力 装 置 １ ２ ０ 及 び 記 憶 装 置 （ 図 示 略 ） を
含 む 移 動 端 末 １ ０ ０ の 全 て の 動 作 を 制 御 す る 。 特 に 、 制 御 部 は 、 入 力 装 置 １ ２ ０ が 、 第 １
タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ で 使 用 さ れ る 各 種 入 力 方 法
を 異 な る コ マ ン ド と し て 認 識 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 制 御 部 は 、 必 要 に 応 じ て 、 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ た 各 種 タ ッ チ 入 力 方 法 に 関 す る 情 報 に 従
っ て 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 又 は 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ か ら の 様 々 な 入
力 及 び 入 力 方 法 を 、 異 な る コ マ ン ド と し て 認 識 す る こ と が で き る 。 こ の 詳 細 な 説 明 は 、 図
２ ～ 図 ５ を 参 照 し て 提 供 さ れ る 。 図 ２ ～ 図 ５ は 、 本 発 明 に 従 う 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル と 第 ２
タ ッ チ ホ イ ー ル と を 用 い た 複 数 の タ ッ チ 入 力 方 法 を 説 明 す る 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の 第 １ タ ッ
チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ タ ッ チ 入 力 方 法
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２
と は 、 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の 部 分 に 従 っ て 異 な る コ マ ン ド が 認 識 さ
れ る 。 異 な る コ マ ン ド は 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ が 、 複 数 の 部 分 の １ つ を 指 で タ ッ チ し
、 そ の タ ッ チ 部 分 か ら 直 ち に 指 を 離 す 場 合 、 そ の 複 数 の 部 分 に よ っ て そ れ ぞ れ が 認 識 さ れ
る 。 こ の よ う に 、 前 述 し た 複 数 の 部 分 の １ つ を タ ッ チ し 、 そ の 部 分 か ら 指 を 離 す ユ ー ザ 動
作 は 、 「 シ ン プ ル タ ッ チ 動 作 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２
と の 各 々 は 、 ４ つ の 均 等 な 部 分 に 分 割 さ れ て お り 、 ユ ー ザ が ８ つ の 異 な る 部 分 で シ ン プ ル
タ ッ チ 動 作 を 実 行 し た 場 合 、 移 動 端 末 は 、 ８ つ の 異 な る コ マ ン ド を 認 識 す る こ と が で き る
。 し か し 、 本 発 明 は 、 こ の 方 法 に よ る 一 例 に 限 定 さ れ な い こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い
。 ま た 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ と は 、 図 示 し た
８ つ の 部 分 よ り も さ ら に 多 く の 部 分 に 分 割 さ れ る こ と も で き る の で 、 こ の 場 合 に は 、 移 動
端 末 は 、 ユ ー ザ か ら よ り 多 く の コ マ ン ド を 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ タ ッ チ 入 力 方 法
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 示 し た よ う に 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ は 、 所 望 の コ マ ン ド を 入 力 す る た め に 、
第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ の 特 定 部 分 を 指 で タ ッ チ し 、 こ の 特 定 部 分 と の 接 触 を 維 持
し な が ら 指 を 時 計 回 り 反 時 計 回 り に 動 か す 。 こ の よ う に 、 タ ッ チ ホ イ ー ル の 特 定 部 分 に タ
ッ チ し な が ら 、 指 を 時 計 回 り 又 は 反 時 計 回 り に 動 か す ユ ー ザ 動 作 は 、 「 回 転 タ ッ チ 動 作 」
と 呼 ば れ る 。 同 様 に 、 ユ ー ザ は 、 所 望 の コ マ ン ド を 入 力 す る た め に 、 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル
１ ２ ５ － ２ 上 で 時 計 回 り 又 は 反 時 計 回 り に 回 転 タ ッ チ 動 作 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ は 、 移 動 端 末 が Ｍ Ｐ ３ プ レ ー ヤ 機 能 を 含 ん で 構 成 さ れ
て い る 場 合 、 Ｍ Ｐ ３ デ ー タ を Ｆ Ｆ （ 早 送 り ） 機 能 （ 一 般 的 に 「 ??」 で 表 示 さ れ る ） や Ｒ Ｅ
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Ｗ （ 巻 き 戻 し ） 機 能 （ 一 般 的 に 「 ??」 で 表 示 さ れ る ） な ど が 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５
－ １ 上 の 回 転 タ ッ チ 動 作 を 実 行 す る こ と で 実 現 さ れ る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 Ｍ Ｐ ３ デ ー タ の
ボ リ ュ ー ム を 調 節 す る た め に 、 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ 上 で 回 転 タ ッ チ 動 作 を 実 行
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 場 合 、 図 ２ の 構 成 と 同 様 に 、 図 ３ に 示 し た 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ
ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ と が 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 分
割 部 分 で 回 転 タ ッ チ 動 作 を 実 行 す る 場 合 、 各 種 機 能 が 、 そ の 分 割 部 分 に 従 っ て 実 行 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ３ タ ッ チ 入 力 方 法
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ が 、 指 を 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ －
１ か ら 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ に 移 動 す る か 、 又 は 、 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ －
２ か ら 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ に 指 を 移 動 し た 場 合 、 こ れ ら ユ ー ザ 動 作 が 特 定 コ マ
ン ド と し て 認 識 さ れ る 。 こ の よ う に 、 あ る タ ッ チ ホ イ ー ル か ら 他 の タ ッ チ ホ イ ー ル に 指 を
移 動 さ せ る ユ ー ザ 動 作 は 、 「 ホ イ ー ル 間 移 動 タ ッ チ 動 作 （ inter-wheel moving-touch act
ion） 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ユ ー ザ が 指 を 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ か ら 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ に 移 動
さ せ る 場 合 に 生 成 さ れ る 第 １ コ マ ン ド を 、 ユ ー ザ が 指 を 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ か
ら 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ に 移 動 さ せ る 場 合 に 生 成 さ れ る 第 ２ コ マ ン ド と は 異 な る
コ マ ン ド と し て 認 識 さ せ る こ と で 、 前 述 し た 第 １ タ ッ チ 入 力 方 法 及 び 第 ２ タ ッ チ 入 力 方 法
と は 異 な る 新 規 な タ ッ チ 入 力 方 法 を 実 現 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 移 動 端 末 １ ０ ０ は 、
第 ３ タ ッ チ 入 力 方 法 を も 利 用 可 能 で あ る 場 合 、 第 １ タ ッ チ 入 力 方 法 及 び 第 ２ タ ッ チ 入 力 方
法 を 使 用 し て 受 信 す る こ と が で き る コ マ ン ド よ り も 、 よ り 多 く の コ マ ン ド を 受 信 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ の 構 成 と 同 様 に 、 図 ４ の 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １
２ ５ － ２ も 、 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ユ ー ザ が 個 別 の 部 分 で ホ イ ー ル 間 移
動 タ ッ チ 動 作 を 実 行 す る と 、 異 な る 機 能 が 、 そ の 個 別 の 部 分 毎 に 従 っ て 実 行 さ れ る よ う に
な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ４ タ ッ チ 入 力 方 法
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ に 示 し た よ う に 、 移 動 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ が 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ の 一
端 に 指 を タ ッ チ し 、 こ の 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル の タ ッ チ 部 分 か ら 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル へ と 指
を 移 動 さ せ 、 続 け て 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル か ら 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル の 他 端 へ と 指 を 動 か す 場
合 、 こ の ユ ー ザ 動 作 は 特 定 コ マ ン ド と し て 認 識 さ れ る 。 こ の よ う に 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル
の 一 端 か ら 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル 上 を タ ッ チ し な が ら 通 過 し て 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル の 他 端 に
指 を 移 動 さ せ る ユ ー ザ 動 作 は 、 「 ホ イ ー ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 （ wheel-crossing moving-
touch action） 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ４ タ ッ チ 入 力 は 、 前 述 し た 第 １ タ ッ チ 入 力 方 法 ～ 第 ３ タ ッ チ 入 力 方 法 と 異 な る 。 従 っ
て 、 移 動 端 末 １ ０ ０ は 、 ユ ー ザ が 第 ４ タ ッ チ 入 力 方 法 を も 利 用 す る 場 合 、 第 １ タ ッ チ 入 力
方 法 ～ 第 ３ タ ッ チ 入 力 方 法 を 使 用 し て 受 信 す る こ と が で き る コ マ ン ド よ り も 、 よ り 多 く の
コ マ ン ド を 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 ２ の 構 成 と 同 様 に 、 図 ５ の 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ
ー ル １ ２ ５ － ２ も 、 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ユ ー ザ が 個 別 の 部 分 で ホ イ ー

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-272905 A 2007.10.18



ル 横 断 移 動 タ ッ チ 動 作 を 実 行 す る と 、 異 な る 機 能 が 、 そ の 個 別 の 部 分 毎 に 従 っ て 実 行 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 で は 、 本 発 明 に 従 う タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 １ ２ ５ が 認 識 可 能 な 各 種 の タ ッ チ 入 力 方 法
を 開 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ で は 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ の タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ は 、 ま
た 、 所 定 の ギ ャ ッ プ １ ２ ５ － ３ だ け 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 。 こ の 第 １ タ ッ チ ホ イ
ー ル １ ２ ５ － １ と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ と の 間 の ギ ャ ッ プ １ ２ ５ － ３ は 、 ユ ー ザ
が 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル 及 び 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル を 備 え た タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 １ ２ ５ を 用 い
て 所 定 の タ ッ チ コ マ ン ド を 入 力 す る 場 合 、 移 動 端 末 の ユ ー ザ に 対 し て 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー
ル と 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル と の 間 を よ り 明 確 に 区 別 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ で は 、 タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 １ ２ ５ は 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － １ 及 び 第 ２ タ ッ
チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ と 同 一 の 同 心 円 を も つ 第 ３ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ４ を 備 え る 第 ３
タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ４ を 少 な く と も 含 ん で い る 。 こ の よ う に 、 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル １
２ ５ － １ 、 第 ２ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ２ 及 び 第 ３ タ ッ チ ホ イ ー ル １ ２ ５ － ４ は 、 同 心 に
配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 述 し た タ ッ チ 入 力 方 法 を 、 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 第 ３ タ ッ チ ホ イ ー ル
１ ２ ５ － ４ に 適 用 で き る こ と は 、 当 業 者 に お い て 自 明 で あ る 。 従 っ て 、 そ の 詳 細 な 説 明 は
、 説 明 の 便 宜 の た め 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 に 従 う コ マ ン ド を 入 力 す る た め の タ ッ チ ホ イ ー ル を 備 え た 端 末 と 、 そ の タ ッ チ ホ
イ ー ル を 使 用 し て コ マ ン ド を 入 力 す る 方 法 は 、 様 々 な 効 果 を 有 す る 。 本 発 明 は 、 端 末 上 に
複 数 の 同 心 の タ ッ チ ホ イ ー ル を 装 着 す る 構 成 を 採 用 し た の で 、 移 動 端 末 の 外 観 を シ ン プ ル
化 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ は 多 様 な タ ッ チ 入 力 方 法 に 従 っ て 所 望 の コ マ ン ド を 入 力 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 ユ ー ザ は 、 本 発 明 の タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 を 用 い て 移 動 端 末 の 複
合 機 能 を 実 行 す る 際 に 、 様 々 な コ マ ン ド を 自 由 に 入 力 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 を 、 第 １ タ ッ チ 入 力 方 法 ～ 第 ４ タ ッ チ 入 力 方 法 に つ い て 開 示 し た が 、 本 発 明 の 範
囲 は 、 前 述 の 各 種 一 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 ま た 、 必 要 に 応 じ て 他 の 形 態 に も 適 用 可 能 で
あ る 点 に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 本 発 明 の タ ッ チ ホ イ ー ル 装 置 は 、 移 動 端 末 の
デ ィ ス プ レ イ が タ ッ チ ス ク リ ー ン と し て 実 現 さ れ て い る 場 合 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の タ ッ チ
ス ク リ ー ン 上 に Ｏ Ｓ Ｄ （ on screen display） と し て 実 現 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 各 種 変 更 及 び 修 正 が 、 本 発 明 の 範 囲 及 び 精 神 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 遂 行 で き る こ と は 自 明 で あ る 。 よ っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 及 び
そ の 均 等 物 の 範 囲 内 で 提 供 さ れ る 修 正 及 び 変 形 を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 精 神 及 び 本 質 的 な 特 徴 か ら 逸 脱 す る こ と な く 多 様 な 形 態 を 実 施 で き る た
め 、 特 に 明 記 し な い 限 り 、 前 述 し た 実 施 形 態 が 前 述 し た 詳 細 な 説 明 に よ っ て 限 定 さ れ な い
こ と を 理 解 し な け れ ば な ら ず 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 定 め ら れ る 精 神 及 び 範 囲 は 広 く
解 釈 さ れ な け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び そ の 境 界 、 又 は そ の 均 等 物 に 含
ま れ る 全 て の 変 更 及 び 修 正 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 包 含 さ れ る こ と を 意 図 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 前 述 し た 各 種 の 実 施 形 態 及 び 利 点 は 、 単 に 一 例 と し て 示 し た に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は こ れ ら
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 教 示 は 、 直 ち に 他 の タ イ プ の 装 置 に も 適 用 す る こ と
が で き る 。 本 発 明 の 説 明 は 、 例 示 で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 限 定 し な い こ と を 意 図 し て い
る 。 多 く の 代 替 、 修 正 及 び 変 更 は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。 特 許 請 求 の 範 囲 に お い
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て 、 ミ ー ン ズ プ ラ ス フ ァ ン ク シ ョ ン （ means-plus-function） の 表 現 は 、 詳 述 し た 機 能 を
実 行 す る た め に 本 願 明 細 書 に 開 示 さ れ た 構 造 、 構 造 的 均 等 物 及 び 均 等 な 構 造 を 含 む こ と が
意 図 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 う 移 動 端 末 の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 う 第 １ 入 力 方 法 を 説 明 す る 、 図 １ に 示 し た 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル 及 び 第
２ タ ッ チ ホ イ ー ル の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 従 う 第 ２ 入 力 方 法 を 説 明 す る 、 図 １ に 示 し た 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル 及 び 第
２ タ ッ チ ホ イ ー ル の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 従 う 第 ３ 入 力 方 法 を 説 明 す る 、 図 １ に 示 し た 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル 及 び 第
２ タ ッ チ ホ イ ー ル の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 従 う 第 ４ 入 力 方 法 を 説 明 す る 、 図 １ に 示 し た 第 １ タ ッ チ ホ イ ー ル 及 び 第
２ タ ッ チ ホ イ ー ル の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た 移 動 端 末 の タ ッ チ ホ イ ー ル の 変 形 例 を 示 し た 部 分 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た 移 動 端 末 の タ ッ チ ホ イ ー ル の 変 形 例 を 示 し た 部 分 拡 大 図 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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